
 

試験時の不正行為について 

 

 

１．筆記試験による場合 

    試験は公正に行われるべきであり、不正行為は許されない。 

       不正行為を行ったと認められた者は、その学期の全科目の得点を無効とされ、学

生処分の対象となる。 

 

２．平常点による場合 

       授業中に不正行為を行ったと認められた者も、試験の際の不正行為と同様、その

学期の全科目の得点を無効とされ、学生処分の対象となる。 

 

３．レポートによる場合 

科目によっては学生が提出したレポートに基づいて成績の評価を行うことがある。

その際、教員から特別な指示がない限り、レポートは学生個人が自己の責任におい

て作成するものである。レポートで他の文章やデータ、URL を引用する場合は、引

用符などで引用箇所を明示し、出典を明記しなければならない。これに反する不正

行為が認められた場合は、当該レポートが無効と判定されるだけではなく、試験の

際の不正行為と同様、その学期の全科目の得点を無効とされ、学生処分の対象とな

る。またレポート提出者のみならず、不正なレポート作成に協力した者も、同様に

取り扱われる。 

 


